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(百万円未満切捨て)

１．2026年７月期第３四半期の業績（2025年８月１日～2026年４月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年７月期第３四半期 5,580 8.2 640 7.7 611 6.8 420 17.9
2025年７月期第３四半期 5,155 39.4 594 277.9 572 401.6 356 527.2

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年７月期第３四半期 3.82 ―

2025年７月期第３四半期 3.24 ―

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年７月期第３四半期 2,949 1,251 42.4

2025年７月期 3,061 1,205 39.4

(参考) 自己資本 2026年７月期第３四半期 1,251 百万円 2025年７月期 1,205 百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年７月期 ― 0.00 ― 2.10 2.10

2026年７月期 ― 1.30 ―
2026年７月期(予想) 1.30 2.60

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2026年７月期の業績予想（2025年８月１日～2026年７月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 8,002 19.0 819 17.6 800 18.6 549 19.2 4.99
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年７月期３Ｑ 110,131,200株 2025年７月期 110,131,200株

② 期末自己株式数 2026年７月期３Ｑ 1,008株 2025年７月期 1,008株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年７月期３Ｑ 110,130,192株 2025年７月期３Ｑ 110,130,192株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 有（任意）

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業
績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予測の前提となる条件および業績予想のご利用にあ
たっての注意事項等については、添付資料Ｐ.２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将
来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期累計期間における我が国経済は、景気は緩やかな回復基調にありましたが、中東情勢が一段と緊迫

化し、原油価格の上昇や国際物流への影響が懸念されるなど、世界経済を取り巻く不透明感が続いております。

このような環境の中で、当社は、『人や仲間が集まり続け 求められ応え続ける会社』という理念のもと、持続

可能な社会の実現に貢献する企業として事業活動を推進してまいりました。また、代理店戦略の強化を通じて柔軟

かつ効率的な事業運営体制の構築に取り組んでおります。

以上の結果、当第３四半期累計期間における当社の業績は、売上高は5,580百万円（前年同期比8.2％増）、営業

利益は640百万円（前年同期比7.7％増）、経常利益は611百万円（前年同期比6.8％増）、四半期純利益は420百万

円（前年同期比17.9％増）となりました。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

（エネルギー事業）

エネルギー事業におきましては、売上を継続的に獲得できる事業基盤の構築を目的として、代理店を活用した販

売体制の強化に取り組んでおります。その結果、顧客基盤の拡大が進み、継続的に収益を確保できる体制が着実に

整ってまいりました。

また、電源調達は日本卸電力取引所を通じた市場調達としておりますが、当社独自の燃料費等調整額（電力市場

調達コストを電気料金に反映する仕組み）を導入することにより、市場価格変動リスクへの対応を図っておりま

す。これにより、価格高騰局面においても収益への影響を軽減し、安定的な事業運営に努めております。

これらの結果、売上高は5,486百万円（前年同期比7.8％増）、セグメント利益は972百万円（前年同期比9.8％

増）となりました。

（電子機器事業）

電子機器事業におきましては、新規案件の獲得が寄与し予算を上回った結果、売上高は93百万円（前年同期比

42.5％増）、セグメント利益は30百万円（前年同期比31.3％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第３四半期会計期間末における資産は、前事業年度末に比べ111百万円減少し、2,949百万円となりました。主

な要因は、売掛金が26百万円、貸倒引当金が50百万円、長期滞留債権が94百万円増加したものの、投資有価証券が

27百万円、機械及び装置（純額）が20百万円、現金及び預金が153百万円減少したこと等によるものです。

（負債）

当第３四半期会計期間末における負債は、前事業年度末に比べ157百万円減少し、1,697百万円となりました。主

な要因は、未払法人税が122百万円、長期借入金が39百万円減少したこと等によるものです。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産は、前事業年度末に比べ46百万円増加し、1,251百万円となりました。

主な要因は、第３四半期純利益を420百万円、利益剰余金の配当を374百万円計上したことによるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

公表しております業績予想から変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2025年７月31日)

当第３四半期会計期間
(2026年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 880,454 726,691

売掛金 1,487,880 1,513,951

棚卸資産 2,131 2,466

その他 15,587 24,588

貸倒引当金 △74,542 △75,848

流動資産合計 2,311,511 2,191,849

固定資産

有形固定資産

機械及び装置（純額） 371,848 351,258

その他 104,869 99,514

有形固定資産合計 476,717 450,773

無形固定資産 6,064 6,536

投資その他の資産

投資有価証券 57,953 30,401

差入保証金 173,539 172,178

長期滞留債権 17,730 112,276

その他 34,376 51,836

貸倒引当金 △16,783 △66,416

投資その他の資産合計 266,816 300,275

固定資産合計 749,598 757,586

資産合計 3,061,110 2,949,435

負債の部

流動負債

買掛金 339,959 330,405

短期借入金 400,000 400,000

1年内返済予定の長期借入金 80,861 54,198

未払法人税等 212,262 90,160

賞与引当金 4,319 7,931

その他 338,949 375,643

流動負債合計 1,376,352 1,258,338

固定負債

社債 100,000 100,000

長期借入金 379,050 339,229

固定負債合計 479,050 439,229

負債合計 1,855,403 1,697,568

純資産の部

株主資本

資本金 144,974 144,974

資本剰余金 135,818 135,818

利益剰余金 925,027 971,188

自己株式 △114 △114

株主資本合計 1,205,706 1,251,867

純資産合計 1,205,706 1,251,867

負債純資産合計 3,061,110 2,949,435
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（２）四半期損益計算書

第３四半期累計期間

(単位：千円)
前第３四半期累計期間
(自 2024年８月１日
至 2025年４月30日)

当第３四半期累計期間
(自 2025年８月１日
至 2026年４月30日)

売上高 5,155,760 5,580,468

売上原価 3,544,705 3,528,431

売上総利益 1,611,055 2,052,037

販売費及び一般管理費 1,016,619 1,411,943

営業利益 594,435 640,094

営業外収益

受取利息及び配当金 333 2,177

受取補償金 5,058 6,046

その他 161 1,711

営業外収益合計 5,554 9,935

営業外費用

支払利息 8,032 10,390

匿名組合投資損失 18,294 27,552

その他 858 448

営業外費用合計 27,185 38,391

経常利益 572,804 611,638

税引前四半期純利益 572,804 611,638

法人税、住民税及び事業税 219,150 206,907

法人税等調整額 △2,963 △15,875

法人税等合計 216,187 191,031

四半期純利益 356,617 420,606
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期累計期間（自 2024年８月１日 至 2025年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント 調整額
(注)１

四半期損益計算
書計上額(注)２エネルギー事業 電子機器事業 計

売上高

外部顧客への売上高 5,090,032 65,728 5,155,760 ― 5,155,760

セグメント間の内部売上
高又は振替高

― ― ― ― ―

計 5,090,032 65,728 5,155,760 ― 5,155,760

セグメント利益 885,835 22,845 908,680 △314,244 594,435

（注）１．セグメント利益の調整額△314,244千円は、主に本社の一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期財務諸表の営業利益と調整を行っております。

当第３四半期累計期間（自 2025年８月１日 至 2026年４月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

報告セグメント 調整額
(注)１

四半期損益計算
書計上額(注)２エネルギー事業 電子機器事業 計

売上高

外部顧客への売上高 5,486,837 93,631 5,580,468 ― 5,580,468

セグメント間の内部売上
高又は振替高

― ― ― ― ―

計 5,486,837 93,631 5,580,468 ― 5,580,468

セグメント利益 972,507 30,003 1,002,511 △362,417 640,094

（注）１．セグメント利益の調整額△362,417千円は、主に本社の一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期財務諸表の営業利益と調整を行っております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は、作成しておりません。なお、第３四半期累

計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第３四半期累計期間
（自 2024年８月１日
至 2025年４月30日)

当第３四半期累計期間
（自 2025年８月１日
至 2026年４月30日)

減価償却費 29,306千円 27,922千円
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独立監査人の四半期財務諸表に対する期中レビュー報告書

2026年６月11日

株式会社アースインフィニティ

取締役会 御中

仰星監査法人

大阪事務所

指定社員
業務執行社員 公認会計士 稲積 博則

指定社員
業務執行社員 公認会計士 廣田 拓爾

監査人の結論

当監査法人は、四半期決算短信の「添付資料」に掲げられている株式会社アースインフィニティの2025年８月１

日から2026年７月31日までの第25期事業年度の第３四半期会計期間（2026年２月１日から2026年４月30日まで）及

び第３四半期累計期間（2025年８月１日から2026年４月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借

対照表、四半期損益計算書及び注記について期中レビューを行った。

当監査法人が実施した期中レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、株式会社東京証券取引所の四半期財務

諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準

（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成さ

れていないと信じさせる事項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に準拠して期中レビューを行っ

た。期中レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任」

に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表

監査に適用される規定を含む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

四半期財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に

定める記載の省略が適用されている。）に準拠して四半期財務諸表を作成することにある。これには、不正又は誤

謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用

することが含まれる。

四半期財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期財務諸表を作成することが適切

であるかどうかを評価し、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国におい

て一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第

２項に定める記載の省略が適用されている。）に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当

該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期財務諸表の期中レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した期中レビューに基づいて、期中レビュー報告書において独立の立場から四半

期財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる期中レビューの基準に従って、期中レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・ 主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の期中レビ

ュー手続を実施する。期中レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性

が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期財務諸表において、株式会社東京証券取引所

の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に

関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）

に準拠して作成されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関

する重要な不確実性が認められる場合は、期中レビュー報告書において四半期財務諸表の注記事項に注意を喚起

すること、又は重要な不確実性に関する四半期財務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期財務諸表に対し

て限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、期中レビュー報告書日までに

入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性があ

る。

・ 四半期財務諸表の表示及び注記事項が、株式会社東京証券取引所の四半期財務諸表等の作成基準第４条第１項

及び我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表に関する会計基準（ただし、四半期財務諸表等

の作成基準第４条第２項に定める記載の省略が適用されている。）に準拠して作成されていないと信じさせる事

項が認められないかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した期中レビューの範囲とその実施時期、期中レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じてい

る場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について

報告を行う。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

(注) １．上記の期中レビュー報告書の原本は当社（四半期決算短信開示会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータ及びHTMLデータは期中レビューの対象には含まれていません。


